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合 併 の 経 緯 － 上 野 村 －
◇明治の合併前後の上野村

かみ の むら

明治２２年（１８８９）に施行された市制・町村制によ
り、下岩瀬村・上岩瀬村・根本村・泉村・宇留野村
の５か村が合併して上野村が誕生しました。
明治時代の末期頃に書かれた『上野村

かみ の むら

郷
きょう

土誌』（後
ど し

述）によれば、寛永１８年（１６４１）の検地以前は、上
岩瀬村と下岩瀬村がひとつの村であったこと、泉と
根本はそれぞれ上南羅・下南羅と呼ばれ一村であっ
たが再び分かれて前小屋村と根本村となったこと、
前小屋村はさらに文政６年（１８２３）に泉村と改めら
れたことが記されています。
明治５年（１８７２）に施行された大区小区制では５
か村ともに第十大区三小区となり、同８年の改正で
第四大区八小区となりました。その後、明治１１年に
公布された地方三新法では、郡区町村編制法により
大区小区制が廃止され、数か村の連合村に戸長役場
を置くことになります。同１２年に５か村連合（連合
戸長役場は宇留野村）となり、同１７年に下大賀、静
村を加えた７か村連合（連合戸長役場は下大賀村）
となり、村の形は地方自治法制の変容に伴って目ま
ぐるしく変わっていきました。そのような中、大区
小区制下でも一体となっていた５か村は、上野村と
して明治２２年の合併を迎えました。
村名の由来は上岩瀬村の「上」と、宇留野村の「野」

を合わせたものと言われています。役場は村の中央
部に当たる根本の鎌田坪３５３・３５４番地に置かれまし
た。現在、消防詰所のある場所の道路を隔てた南の
一画でした。昭和６～８年頃にかけて救済道路がこ
のすぐ北側に開通すると、現在の消防詰所の敷地に
移転しました。

◇『上野村郷土誌』の世界
この明治の合併後の上野村のすがたを伺い知るこ
とができる資料として『上野村郷土誌』があります。
「郷土誌」とはどんな資料なのでしょうか。
明治３７年、３８年（１９０４−１９０５）の日露戦争で各村
から多くの戦死者が出ました。政府はその慰霊に努

めるとともに、国民の鼓舞、一体化に傾注するよう
になります。この一環として、各地の地勢や産物、
歴史、神社仏閣などをまとめた「郷土誌」の作成が
進められました。『上野村郷土誌』（大宮町役場文書
２０９）は、内容から明治４４～４５年頃に作られたと考え
られ、「第一編自然界」、「第二編人文界」に分けられ、
地理や気候、地域の沿革、生業、神社仏閣などの章
が設けられています。

注目されるのは、日清戦争及び日露戦争に従軍し
た上野村出身者の氏名や在郷軍人が列記され、特に
６人の戦死者については、それぞれに詳細な経歴を
掲載していることです。入隊から転戦、旅順要塞攻
撃や二〇三高地での戦闘、運送船常陸丸乗艦など、
村出身の兵士の従軍の様子を知ることができます。
また、明治４２年には尋常小学校内に農業補習学校

が設置されました。修業期間は３年で、開校当時４０
人ほどが在籍していたことがわかります。

◇昭和の合併と上野村
昭和２８年９月に町村合併促進法が施行されると、

上野村には昭和２９年１２月に合併調査会が組織されま
した。翌３０年１月に各大字の意見を聴取したとこ
ろ、静、大場との三村合併案が出され、協議が継続
していました。ところが、同月に静村の瓜連町との
合併が決まり、大宮町でも玉川・大賀・世喜・大場
との合併が決定すると、急速に大宮町合併案に傾
き、１月１７日の合併調査会で大宮町との合併を決定
し、同年３月３１日に新大宮町が発足しました。これ
に伴い、旧上野村役場庁舎は上野支所となりました。

小野静枝さんに聞き取り調査にご協力いただきました。
【参考文献】
「上野村郷土誌」「上野村事績簿」（昭和２５～２７年）、塙
泉嶺『那珂郡郷土史』宗教新聞社 大正１２年、茨城県
総務部地方課編『茨城県市町村合併史』昭和３３年、『大
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写真中央、道の右側の大きな平屋が上野村役場
（小野静枝氏所蔵）

上野村郷土誌（当館蔵）




